
Ⅰ 目標に向けた取組の進捗に関する評価

ⅰ）＋ⅱ）の平均値　 　　（3.9＋3.8）／2＝3.9 3.9

ⅰ）取組の進捗

目標値に対する実績に基づく進捗度（当年度実績）
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■ 地方公共団体による特記事項

ⅱ）取組の方向性に対する評価

専門家による評価の平均値 3.8

総合特別区域評価・調査検討会における評価結果［グリーン・イノベーション］

柏の葉キャンパス「公民学連携による自律した都市経営」特区
［指定：平成23年12月、認定：平成24年3月］
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評価指標 進捗度 評点

地域活動の参加者の増加 105% 5

TEPによる柏市内ベンチャー企業の支援数の増加

駅周辺5街区（住宅部門　約2,500戸対象）におけるCO2排出量の削減《代
替指標》 10% 1

100% 5

駅前148街区複合開発（業務施設，商業施設，賃貸住宅，ホテル，ホール）
におけるCO2排出原単位の削減

地域の自律的な都市経営の活動費（自主財源）の増加 42% 2

柏市内に事業所を有する大学・研究機関発ベンチャー企業に対するエ ン
ジェル税制を活用した出資件数の増加 0% 1

130% 5

駅周辺5街区（12.8ha）における3日分（72時間）の最低限の生活ライフライ
ン設備（水，高層集合住宅エレベーター，非常用照明）稼働のための電力
確保

100% 5

特例措置による訪問リハビリテーション事業所及び，特例措置による歯科
衛生士事務所数 134% 5

特例措置による訪問リハビリテーション事業所による訪問リハビリ実施件数
及び柏市内の訪問リハビリ実施件数 204% 5

特例措置による歯科衛生士事務所による口腔ケア実施件数及び柏市内の
口腔ケア実施件数 148% 5

評価指標毎の進捗の評価の平均値 （5×7＋4×0＋3×0＋2×1＋1×2）／10＝3.9

※１つの評価指標に複数の数値目標がある場合は、各数値目標の評価を寄与度に応じて加重平均する。
　（例）評価指標１について、a、b、cという３つの数値目標があり、各数値目標の評点・寄与度がa：5・20%、b：4・10%、
　　　　c：3・70%の場合、5×0.2＋4×0.1＋3×0.7＝3.5で、四捨五入して評価指標１の評価は「４」となる。

※外部要因による数値への大幅な影響等があれば記載
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Ⅱ 支援措置の活用と地域独自の取組の状況に関する評価

ⅰ）、ⅱ）、ⅲ）の平均値 (3.8+3.0+4.0)／3＝3.6 3.6

専門家による評価の平均値 3.8

専門家による評価の平均値 3.0

専門家による評価の平均値 4.0

Ⅲ 総合評価

（専門家所見（主なもの）） 4.0

専門家による評価（専門家の総合的な所見）の平均値 4.0

Ⅰ、Ⅱ及びⅢを平均して算出 (3.9+3.6+4.0)/3＝3.8

■規制の特例措置を活用した事業
（事項）
　・訪問リハビリテーション事業所整備推進事業
　・介護予防訪問リハビリテーション事業所整備推進事業
（概要）
　・指定訪問リハビリテーション事業所について，病院，診療所又は介護老人保健施設でなくとも診療所等の医療機関との
　  連携をもって事業実施を可能とする。
（規制所管府省（厚生労働省）の評価（特記事項））
　・特例措置の効果が認められる。
　　特例措置を活用した事業所の設置件数、実施件数の観点からの評価に加え、本特例措置が目標にどのように
　　寄与しているかについても分析していくことを期待。

（事項）
　・歯科衛生士等居宅療養管理指導推進事業
　・歯科衛生士等介護予防居宅療養管理指導推進事業
（概要）
　・歯科医療機関から離れた場所から歯科衛生士等が指定居宅療養管理指導を行うことを可能とする。
（規制所管府省（厚生労働省）の評価（特記事項））
　・特例措置の効果が認められる。
　　特例措置を活用した事業所の設置件数、実施件数の観点からの評価に加え、本特例措置が目標にどのように
　　寄与しているかについても分析していくことを期待。

ⅰ） 規制の特例措置を活用した事業等の評価

ⅱ） 財政・税制・金融支援の活用実績の評価

ⅲ） 地域独自の取組の状況の評価

・多岐にわたる取組みがほぼ着実に進捗しており、特に生活ライフライン設備への取組みは先駆的であるなど、全体的
に十分に優れている。
・地域エネルギーについて複合街区、業務施設のCO2排出原単位の削減は目標を上回る成果を上げている一方、周辺
を含む住宅区域での具体的な事業の推進も期待される。
・今後は施設の利用の活発化に対応して削減率を維持すること、住宅区域での連携参加に努められたい。

評価結果

3.8
（注）評価に係る評点の考え方については以下のとおり。
・評価は５～１（評点）で行う。
・進捗度は、100%以上を５、80%以上100%未満を４、60%以上80%未満を３、40%以上60%未満を２、40%未
満を１とする。
・進捗度以外の評価項目における評点は、５：著しく優れている、４：十分に優れている、３：適当であ
る、２：適当であると認めるには不十分である、１：適当であると認められないとする。


	地域07（柏の葉）

